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(57)【要約】
【課題】簡易な構成により情報記録媒体に初期ホログラ
ムを形成できるようにする。
【解決手段】初期化装置１０は、光ディスク１００を回
転駆動し基準面１０２に形成されたトラックに赤色光ビ
ームＬｒ１を追従させながら、青色光ビームＬｂ１及び
Ｌｂ２を当該光ディスク１００の両面から照射する。こ
れにより初期化装置１０は、初期化処理として、記録層
１０１内に線状の初期ホログラムＩＨを基準面１０２の
トラックと対応する螺旋状に形成することができるので
、光ディスク１００に対し一時に照射すべき光エネルギ
ー又は熱エネルギーを格段に抑えながら、平面状の初期
ホログラム層ＹＨを形成することができる。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め形成された初期ホログラムが破壊されることにより情報を記録する情報記録媒体を
初期化する情報記録媒体初期化装置であって、
　互いに逆方向に進行する２つの球面波記録光を上記情報記録媒体内における同一の焦点
位置に集光することにより、当該焦点位置の近傍に上記初期ホログラムを形成させる照射
手段と
　上記情報記録媒体内において上記情報が記録されるべき箇所に上記焦点位置を順次移動
させる焦点位置移動手段と
　を具えることを特徴とする情報記録媒体初期化装置。
【請求項２】
　上記焦点位置移動手段は、
　上記情報記録媒体に上記情報が記録される際に集光される記録用光ビームの焦点が描く
軌跡に合わせて上記焦点位置を移動させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報記録媒体初期化装置。
【請求項３】
　上記焦点位置移動手段は、
　上記焦点位置を上記情報記録媒体の仮想平面内で変化させる
　ことを特徴とする請求項２に記載の情報記録媒体初期化装置。
【請求項４】
　上記焦点位置移動手段は、
　上記２つの球面波記録光を同一の焦点位置に集光させたまま上記仮想平面内で上記焦点
位置を移動させることにより、上記仮想平面内に上記焦点位置の軌跡に沿った線状の上記
初期ホログラムを形成させる
　ことを特徴とする請求項３に記載の情報記録媒体初期化装置。
【請求項５】
　上記焦点位置移動手段は、
　上記仮想平面内で螺旋状又は同心円状に上記焦点位置を移動させる
　ことを特徴とする請求項３に記載の情報記録媒体初期化装置。
【請求項６】
　上記焦点位置移動手段は、
　上記２つの球面波記録光を同一の焦点位置に断続的に照射しながら上記仮想平面内で上
記焦点の位置を変化させることにより、上記仮想平面内に上記焦点位置の軌跡に沿って配
列された複数の初期ホログラムを順次形成させる
　ことを特徴とする請求項３に記載の情報記録媒体初期化装置。
【請求項７】
　上記焦点位置移動手段は、
　上記情報記録媒体内で複数の上記仮想平面を順次切り換えることにより、上記初期ホロ
グラムの層を複数形成させる
　ことを特徴とする請求項３に記載の情報記録媒体初期化装置。
【請求項８】
　予め形成された初期ホログラムが破壊されることにより情報を記録する情報記録媒体を
初期化する情報記録媒体初期化方法であって、
　互いに逆方向に進行する２つの球面波記録光を上記情報記録媒体内における同一の焦点
位置に集光することにより、当該焦点位置の近傍に上記初期ホログラムを形成させる照射
ステップと、
　上記情報記録媒体内において上記情報が記録されるべき箇所に上記焦点位置を順次移動
させる焦点位置移動ステップと
　を具えることを特徴とする情報記録媒体初期化方法。
【請求項９】
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　情報記録媒体に予め形成された初期ホログラムを破壊することにより情報を記録する情
報記録装置であって、
　対物レンズを介して光ビームを上記情報記録媒体内に集光する際の焦点位置を上記初期
ホログラムに合わせて移動させる焦点位置移動手段と、
　上記対物レンズを介して上記光ビームを照射することにより上記焦点位置近傍の上記初
期ホログラムを破壊する照射手段と
　を具えることを特徴とする情報記録装置。
【請求項１０】
　上記焦点位置移動手段は、
　上記初期ホログラムに所定のサーボ光ビームを照射し、当該初期ホログラムにより当該
サーボ光ビームが反射されてなるサーボ反射光ビームを受光して得られる受光信号を基に
、上記光情報記録媒体に対し上記対物レンズを近接又は離隔させるフォーカスサーボを行
う
　ことを特徴とする請求項９に記載の情報記録装置。
【請求項１１】
　上記情報記録媒体は略円盤状でなり、
　上記ホログラムは螺旋状又は同心円状に形成され、
　上記焦点位置移動手段は、
　上記ホログラムに所定のサーボ光ビームを照射し、当該ホログラムにより当該サーボ光
ビームが反射されてなるサーボ反射光ビームを受光して得られる受光信号を基に、上記光
情報記録媒体の径方向に上記対物レンズを移動させるトラッキングサーボを行う
　ことを特徴とする請求項９に記載の情報記録装置。
【請求項１２】
　情報記録媒体に予め形成された初期ホログラムを破壊することにより情報を記録する情
報記録方法であって、
　対物レンズを介して光ビームを上記情報記録媒体内に集光する際の焦点位置を上記初期
ホログラムに合わせて移動させる焦点位置移動ステップと、
　上記対物レンズを介して上記光ビームを照射することにより上記焦点位置近傍の上記初
期ホログラムを破壊する照射ステップと
　を具えることを特徴とする情報記録方法。
【請求項１３】
　ほぼ一様な屈折率を有する空間内に仮想的な軌跡に沿って初期ホログラムが連続的又は
断続的に形成され、所定の情報記録装置によって記録用の光ビームが照射され上記初期ホ
ログラムが局所的に破壊されることにより情報を記録する記録層
　を具えることを特徴とする情報記録媒体。
【請求項１４】
　上記記録層は、
　上記初期ホログラムが所定の仮想平面内に形成されている
　ことを特徴とする請求項１３に記載の情報記録媒体。
【請求項１５】
　上記記録層は、
　上記初期ホログラムが上記仮想平面内で螺旋状又は同心円状に形成されている
　ことを特徴とする請求項１４に記載の情報記録媒体。
【請求項１６】
　上記記録層は、
　上記初期ホログラムが互いにほぼ平行な複数の上記仮想平面内でそれぞれ形成されるこ
とにより、上記初期ホログラムの層が複数積層されている
　ことを特徴とする請求項１４に記載の情報記録媒体。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は情報記録媒体初期化装置及び情報記録媒体初期化方法、情報記録装置及び情報
記録方法、並びに情報記録媒体に関し、例えばホログラムを用いて光ディスクを初期化す
る初期化装置及び当該光ディスクに情報を記録すると共に当該光ディスクから当該情報を
再生する光ディスク装置に適用して好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、光ディスク装置においては、ＣＤ（Compact Disc）、ＤＶＤ（Digital Versatil
e Disc）及びＢｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ（登録商標、以下ＢＤと呼ぶ）等、光ディスクに
対して光ビームを照射し、その反射光を読み取ることにより情報を再生するようになされ
たものが広く普及している。
【０００３】
　またかかる従来の光ディスク装置では、当該光ディスクに対して光ビームを照射するこ
とにより、当該光ディスクの局所的な反射率等を変化させることにより、情報の記録を行
うようになされている。
【０００４】
　この光ディスクに関しては、当該光ディスク上に形成される光スポットの大きさは、お
よそλ／ＮＡ（λ：光ビームの波長、ＮＡ:開口数）で与えられ、解像度もこの値に比例
することが知られている。例えば、直径１２０［ｍｍ］の光ディスクにおよそ２５［ＧＢ
］のデータを記録し得るＢＤの詳細については、非特許文献１に示されている。
【０００５】
　ところで光ディスクには、音楽コンテンツや映像コンテンツ等の各種コンテンツ、或い
はコンピュータ用の各種データ等のような種々の情報が記録されるようになされている。
特に近年では、映像の高精細化や音楽の高音質化等により情報量が増大し、また１枚の光
ディスクに記録するコンテンツ数の増加が要求されているため、当該光ディスクのさらな
る大容量化が要求されている。
【０００６】
　そこで、１枚の光ディスク内で記録層を重ねることにより、１枚の光ディスクにおける
記録容量を増加させる手法も提案されている（例えば、非特許文献２参照）。
【０００７】
　一方、光ディスクに対する情報の記録手法として、ホログラムを用いた光ディスク装置
も提案されている（例えば、非特許文献３参照）。かかる光ディスク装置としては、光デ
ィスクに局所的なホログラムを形成することにより情報を記録する方式（これをポジ型と
も呼ぶ）と、光ディスクを初期化することにより予めホログラム（以下、これを初期ホロ
グラムと呼ぶ）を形成しておき、これを局所的に破壊することにより情報を記録する方式
（これをネガ型とも呼ぶ）とが提案されている。
【０００８】
　ポジ型の光ディスク装置は、ユーザが光ディスクに情報を記録する際にホログラムを形
成する必要があるため、光ディスクの両面から光ビームを照射する、いわゆる両面光学系
が必要となり、構成が比較的複雑となってしまう。
【０００９】
　これに対しネガ型の光ディスク装置は、ユーザが光ディスクに情報を記録する際に高い
熱エネルギーや光エネルギー等により初期ホログラムを破壊すれば良いため、光ディスク
の片面のみに対し光ビームを照射する、いわゆる片面光学系で足り、ポジ型の光ディスク
装置よりも構成を簡易化することができる。
【００１０】
【非特許文献１】Y.Kasami, Y.Kuroda, K.Seo, O.Kawakubo, S.Takagawa, M.Ono, and M.
Yamada, Jpn. J. Appl. Phys., 39, 756(2000)
【非特許文献２】I.Ichimura et al, Technical Digest of ISOM’04, pp52, Oct.11-15,
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 2005, Jeju Korea
【非特許文献３】R. R. McLeod et al.,“Microholographic multilayer optical disk d
ata storage,” Appl. Opt., Vol. 44, 2005,  p3197
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　ところで、ネガ型の光ディスク装置では、上述したように初期化処理として光ディスク
に予め初期ホログラムを形成しておく必要がある。かかる初期化処理では、例えば平面波
を互いに向かい合うよう進行させることにより、光ディスク全体に体積型の初期ホログラ
ムを形成することができる。この場合、初期化処理は例えば５［ｍｓ］程度で完了するこ
とができる。
【００１２】
　しかしながら、例えば直径約１２０［ｍｍ］でなる光ディスクに平面波を照射するには
、高い光強度のレーザ光源等が必要となる。このため、光ディスクを初期化する初期化装
置は、構成が大規模となり複雑化してしまう。
【００１３】
　一方、光ディスクは、ユーザによる日常的な使用状態においてホログラム及び初期ホロ
グラムの形成状態を維持することも要求される。このため、光ディスクの記録層を構成す
る材料は、比較的低い光強度の光に対しては反応せず、比較的高い光強度でなる光ビーム
に対して反応するよう、光強度に対する感度に閾値を持っていることが望ましい。
【００１４】
　しかしながら、光ディスクにこのような閾値を持たせた場合、初期化に要する光強度も
大きくなる。このため初期化装置は、かかる光ディスクを初期化するために非常に高い光
強度のレーザ光源等が必要となり、実質的に実現することが極めて困難となる、という問
題があった。
【００１５】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、簡易な構成により情報記録媒体にホログ
ラムを形成し得る情報記録媒体初期化装置及び情報記録媒体初期化方法、ホログラムが形
成された情報記録媒体に情報を適切に記録し得る情報記録装置及び情報記録方法、並びに
ホログラムを利用して情報を記録し得る情報記録媒体を提案しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　かかる課題を解決するため本発明の情報記録媒体初期化装置及び情報記録媒体初期化方
法においては、予め形成された初期ホログラムが破壊されることにより情報を記録する情
報記録媒体を初期化する際、互いに逆方向に進行する２つの球面波記録光を情報記録媒体
内における同一の焦点位置に集光することにより、当該焦点位置の近傍に上記初期ホログ
ラムを形成させ、情報記録媒体内において情報が記録されるべき箇所に焦点位置を順次移
動させるようにした。
【００１７】
　この情報記録媒体初期化装置及び情報記録媒体初期化方法によれば、球面波記録光の光
強度が比較的弱かったとしても、集光することにより光強度を高めて初期ホログラムを形
成することができると共に、後から情報が記録される予定の箇所に当該初期ホログラムを
十分に形成することができる。
【００１８】
　また本発明の情報記録装置及び情報記録方法においては、情報記録媒体に予め形成され
た初期ホログラムを破壊することにより情報を記録する際、対物レンズを介して光ビーム
を情報記録媒体内に集光する際の焦点位置を初期ホログラムに合わせて移動させ、対物レ
ンズを介して光ビームを照射することにより焦点位置近傍の初期ホログラムを破壊するよ
うにした。
【００１９】
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　この情報記録装置及び情報記録方法によれば、情報を記録するために設けられた初期ホ
ログラムを、当該情報の記録位置を定める際にも利用することができる。
【００２０】
　さらに本発明の情報記録媒体においては、ほぼ一様な屈折率を有する空間内に仮想的な
軌跡に沿って初期ホログラムが連続的又は断続的に形成され、所定の情報記録装置によっ
て記録用の光ビームが照射され初期ホログラムが局所的に破壊されることにより情報を記
録する記録層を設けるようにした。
【００２１】
　この情報記録媒体は、情報が記録されるべき箇所に初期ホログラムが適切に形成されて
いるため、情報記録装置により当該情報を適切に記録させることができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、球面波記録光の光強度が比較的弱かったとしても、集光することによ
り光強度を高めて初期ホログラムを形成することができると共に、後から情報が記録され
る予定の箇所に当該初期ホログラムを十分に形成することができ、かくして簡易な構成に
より情報記録媒体にホログラムを形成し得る情報記録媒体初期化装置及び情報記録媒体初
期化方法を実現できる。
【００２３】
　また本発明によれば、情報を記録するために設けられた初期ホログラムを、当該情報の
記録位置を定める際にも利用することができ、かくしてホログラムが形成された情報記録
媒体に情報を適切に記録し得る情報記録装置及び情報記録方法を実現できる。
【００２４】
　さらに本発明によれば、情報が記録されるべき箇所に初期ホログラムが適切に形成され
ているため、情報記録装置により当該情報を適切に記録させることができ、かくしてホロ
グラムを利用して情報を記録し得る情報記録媒体を実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、図面について、本発明の一実施の形態を詳述する。
【００２６】
（１）第１の実施の形態
（１－１）光ディスクの構成
　まず、本実施の形態において情報記録媒体として用いられる光ディスク１００について
説明する。図１に外観図を示すように、光ディスク１００は、全体として従来のＣＤ、Ｄ
ＶＤ及びＢＤと同様に直径約１２０［ｍｍ］の円盤状に構成されており、中央部分に孔部
１００Ｈが形成されている。
【００２７】
　また光ディスク１００は、図２に断面図を示すように、情報を記録するための記録層１
０１を中心に有しており、第１面１００Ａ側に基準面１０２が設けられている。
【００２８】
　記録層１０１は、照射された光強度によって屈折率が変化するフォトポリマ等でなり、
波長約４０５［ｎｍ］でなる青色光ビームに反応するようになされている。実際上、記録
層１０１は、第１面１００Ａ側及びその反対側である第２面１００Ｂ側の双方向から青色
光ビームがそれぞれ照射されて両者が干渉した際に、その干渉縞を図３に示すようなホロ
グラムとして記録するようになされている（詳しくは後述する）。
【００２９】
　基準面１０２は、誘電体多層膜等でなり、波長４０５［ｎｍ］でなる青色光ビームをほ
ぼ全て透過すると共に、波長６５０［ｎｍ］でなる赤色光ビームをほぼ全て反射するとい
った波長選択性（ダイクロイック性）を有している。
【００３０】
　また基準面１０２は、トラッキングサーボ及びフォーカスサーボに用いられる案内溝を
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形成しており、具体的には、一般的なＢＤ－Ｒ（Recordable）ディスク等と同様のランド
及びグルーブにより螺旋状のトラックを形成している。このトラックには、所定の記録単
位ごとに一連の番号でなるアドレス情報やトラック情報等が付されており、情報を記録又
は再生するトラックを当該アドレス情報やトラック情報等により特定し得るようになされ
ている。
【００３１】
　この基準面１０２は、光ビームの照射位置を定める（すなわち位置決めを行う）際の基
準位置を表すものとして用いられることが想定されている。
【００３２】
　なお基準面１０２は、案内溝に代えてピット等が形成され、或いは案内溝とピット等と
が組み合わされていても良く、要は光ビームによりアドレス情報を認識し得れば良い。
【００３３】
　この光ディスク１００は、製造工場等において物理的に製造された後、後述する初期化
処理が施された上で出荷され、ユーザにより情報の記録及び再生が行われるようになされ
ている。
【００３４】
（１－２）光ディスクの初期化
（１－２－１）初期化装置の全体構成
　次に、光ディスク１００を初期化する初期化装置１０について説明する。初期化装置１
０は、主に光ディスク１００の製造工場等において、光ディスク１００の初期化処理を行
う際に用いられることが想定されている。
【００３５】
　図４に示すように、初期化装置１０は、制御部１１により全体を統括制御するようにな
されている。制御部１１は、図示しないＣＰＵ（Central Processing Unit）を中心に構
成されており、図示しないＲＯＭ（Read Only Memory）から基本プログラムや初期化プロ
グラム等の各種プログラムを読み出し、これらを図示しないＲＡＭ（Random Access Memo
ry）に展開することにより、初期化処理等の各種処理を実行するようになされている。
【００３６】
　例えば制御部１１は、図３に示す光ディスク１００が装填された状態で、図示しない操
作部等を介して初期化命令を受け付けると、初期化プログラム等に従い駆動命令を駆動制
御部１２へ供給する。
【００３７】
　駆動制御部１２は、供給される信号に対する演算処理や、後述するアクチュエータに供
給すべき供給信号の生成等を行うようになされている。また駆動制御部１２は、各種の駆
動制御処理を実行するようにもなされている。
【００３８】
　駆動制御部１２は、駆動命令に従ってスピンドルモータ１４を駆動制御することにより
、光ディスク１００を例えば線速度一定とするよう回転させる。また駆動制御部１２は、
駆動命令に従ってスレッドモータ１５を駆動制御することにより、光ピックアップ１６を
移動軸１５Ａ及び１５Ｂに沿って、光ディスク１００の径方向（すなわち内周方向又は外
周方向）に移動させる。
【００３９】
　光ピックアップ１６は、図５に示すように、側面略コ字状に構成されており、光ディス
ク１００に対して両面から焦点を合わせて光ビームを照射し得るようになされている。ま
た光ピックアップ１６は、光ディスク１００により透過又は反射された光ビームを検出し
、その検出結果を駆動制御部１２へ供給する。
【００４０】
　さらに光ピックアップ１６は、駆動制御部１２の制御に基づいてフォーカス制御及びト
ラッキング制御等の位置制御を行うことにより、光ビームを所望の位置に集光し得るよう
になされている（詳しくは後述する）。
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【００４１】
　因みにフォーカス方向とは、光ディスク１００に対し近接又は離隔する方向を表し、ト
ラッキング方向とは当該光ディスク１００の径方向（すなわち内周側又は外周側へ向かう
方向）を表している。
【００４２】
　このように初期化装置１０は、スピンドルモータ１４によって光ディスク１００を回転
駆動すると共にスレッドモータ１５によって光ピックアップ１６を径方向に移動させるこ
とにより、当該光ディスク１００の様々な箇所に光ビームを集光し得るようになされてい
る。
【００４３】
（１－２－２）初期化装置における光ピックアップの構成
　次に、光ピックアップ１６の構成について説明する。光ピックアップ１６は、図６に模
式的に示すように多数の光学部品が設けられており、大きく分けてサーボ光学系２０及び
初期化光学系３０により構成されている。
【００４４】
（１－２－２－１）サーボ光学系の構成
　サーボ光学系２０は、光ディスク１００の第１面１００Ａに対して赤色光ビームＬｒ１
を照射し、当該光ディスク１００により当該赤色光ビームＬｒ１が反射されてなる赤色反
射光ビームＬｒ２を受光するようになされている。
【００４５】
　サーボ光学系２０のサーボ用レーザ２１は、例えば半導体レーザでなり、波長約６５０
［ｎｍ］の赤色レーザ光を出射し得るようになされている。実際上サーボ用レーザ２１は
、制御部１１（図４）の制御に基づいて発散光でなる所定光量の赤色光ビームＬｒ１を発
射し、コリメータレンズ２２へ入射させる。
【００４６】
　コリメータレンズ２２は、赤色光ビームＬｒ１を発散光から平行光に変換し、ビームス
プリッタ２３へ入射させる。
【００４７】
　ビームスプリッタ２３は、光ビームの波長により反射率が異なる波長選択性（ダイクロ
イック性）を有しており、波長約６５０［ｎｍ］でなる光ビームをほぼ１００％の割合で
反射すると共に、波長約４０５［ｎｍ］でなる光ビームをほぼ１００％の割合で透過する
ようになされている。
【００４８】
　実際上、ビームスプリッタ２３は、波長約６５０［ｎｍ］でなる赤色光ビームＬｒ１を
ほぼ１００％の割合で反射し、次のビームスプリッタ２４へ入射させる。
【００４９】
　ビームスプリッタ２４は、光ビームを約５０％の割合で透過すると共にその残りを反射
するようになされている。実際上、ビームスプリッタ２４は、赤色光ビームＬｒ１を約５
０％の割合で透過し、対物レンズ２５へ入射させる。
【００５０】
　対物レンズ２５は、赤色光ビームＬｒ１を集光し、光ディスク１００の第１面１００Ａ
へ向けて照射する。このとき赤色光ビームＬｒ１は、光ディスク１００の基準面１０２に
おいて反射され、赤色光ビームＬｒ１と反対方向へ向かう赤色反射光ビームＬｒ２となる
。
【００５１】
　赤色反射光ビームＬｒ２は、赤色光ビームＬｒ１が収束光であったために発散光となり
、対物レンズ２５により平行光に変換され、ビームスプリッタ２４へ入射される。このと
き赤色反射光ビームＬｒ２は、ビームスプリッタ２４により約５０％の割合で反射され、
集光レンズ２６へ入射される。
【００５２】
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　集光レンズ２６は、赤色光ビームＬｒ２を収束させ、図示しないシリンドリカルレンズ
等により非点収差を持たせた上で当該赤色反射光ビームＬｒ２をフォトディテクタ２７へ
照射する。
【００５３】
　フォトディテクタ２７は、図７（Ａ）に示すように、赤色反射光ビームＬｒ２が照射さ
れる面上に、格子状に分割された４つの検出領域２７Ａ、２７Ｂ、２７Ｃ及び２７Ｄを有
している。因みに矢印ａ１により示される方向（図中の縦方向）は、赤色光ビームＬｒ１
が基準面１０２（図３）に照射されるときの、当該基準面１０２に設けられているトラッ
クの走行方向に対応している。
【００５４】
　フォトディテクタ２７は、検出領域２７Ａ、２７Ｂ、２７Ｃ及び２７Ｄにより赤色反射
光ビームＬｒ２の一部をそれぞれ検出し、このとき検出した光量に応じて検出信号Ｕ１Ａ
、Ｕ１Ｂ、Ｕ１Ｃ及びＵ１Ｄ（以下、これらをまとめてＵ１Ａ～Ｕ１Ｄと呼ぶ）をそれぞ
れ生成して、これらを駆動制御部１２（図４）へ送出する。
【００５５】
　因みにサーボ光学系２０では、対物レンズ２５により赤色光ビームＬｒ１が集光され光
ディスク１００の基準面１０２へ照射されるときの合焦状態が、集光レンズ２６により赤
色反射光ビームＬｒ２が集光されフォトディテクタ２７に照射されるときの合焦状態に反
映されるよう、各種光学部品の光学的位置が調整されている。
【００５６】
　駆動制御部１２のサーボ制御回路１２Ａは、対物レンズ２５について非点収差法により
フォーカス制御を行うべく、次に示す（１）式に従って検出信号Ｕ１Ａ～Ｕ１Ｄを基にフ
ォーカスエラー信号ＳＦＥ１を算出する。
【００５７】
【数１】

【００５８】
　このフォーカスエラー信号ＳＦＥ１は、赤色光ビームＬｒ１の焦点Ｆｒと光ディスク１
００の基準面１０２とのフォーカス方向に関するずれ量を表すことになる。
【００５９】
　続いてサーボ制御回路１２Ａは、フォーカスエラー信号ＳＦＥ１を増幅する等してフォ
ーカス駆動信号ＳＦＤ１を生成し、これをアクチュエータ２８へ供給する。
【００６０】
　アクチュエータ２８は、対物レンズ２５を保持するレンズホルダ（図示せず）と光ピッ
クアップ１６との間に設けられており、フォーカス駆動信号ＳＦＤ１に基づき、対物レン
ズ２５をフォーカス方向（すなわち光ディスク１００に対し近接させ又は離隔させる方向
）へ駆動する。
【００６１】
　かくして光ピックアップ１６は、フォーカスエラー信号ＳＦＥ１を値「０」に収束させ
るよう、すなわち赤色光ビームＬｒ１を光ディスク１００の基準面１０２に合焦させるよ
う、対物レンズ２５をフィードバック制御（すなわちフォーカス制御）する。
【００６２】
　またサーボ制御回路１２Ａは、対物レンズ２５についてプッシュプル法によりトラッキ
ング制御を行うべく、次に示す（２）式に従って検出信号Ｕ１Ａ～Ｕ１Ｄを基にトラッキ
ングエラー信号ＳＴＥ１を算出する。
【００６３】
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【数２】

【００６４】
　このトラッキングエラー信号ＳＴＥ１は、赤色光ビームＬｒ１の焦点Ｆｒと光ディスク
１００の基準面１０２における目標とするトラック（以下これを基準目標トラックと呼ぶ
）とのずれ量を表すことになる。
【００６５】
　続いてサーボ制御回路１２Ａは、トラッキングエラー信号ＳＴＥ１を基にトラッキング
駆動信号ＳＴＤ１を生成し、アクチュエータ２８へ供給する。アクチュエータ２８は、ト
ラッキング駆動信号ＳＴＤ１に従い対物レンズ２５をトラッキング方向へ駆動する。
【００６６】
　かくして初期化装置１０は、赤色光ビームＬｒ１が光ディスク１００の基準面１０２に
おける基準目標トラックに合焦するよう、対物レンズ２５をフィードバック制御（すなわ
ちトラッキング制御）する。
【００６７】
　このように光ピックアップ１６のサーボ光学系２０は、赤色光ビームＬｒ１を光ディス
ク１００の基準面１０２に照射し、その反射光である赤色反射光ビームＬｒ２の受光結果
を基に、駆動制御部１２の制御に基づいて対物レンズ２５のフォーカス制御及びトラッキ
ングシフト制御を行い、赤色光ビームＬｒ１を基準面１０２の基準目標トラックに追従さ
せるようになされている。
【００６８】
（１－２－２－２）初期化光学系の構成
　初期化光学系３０は、情報記録媒体としての光ディスク１００に対し、互いに逆方向か
ら、すなわち両面からそれぞれ青色光ビームを集光し球面波として照射し、記録層１０１
内で両光ビームの焦点を同一の位置に合わせるようになされている。
【００６９】
　初期化光学系３０の初期化用レーザ３１は、例えば半導体レーザでなり、波長約４０５
［ｎｍ］の青色レーザ光を出射し得るようになされている。実際上、初期化用レーザ３１
は、制御部１１（図４）の制御に基づき、発散光でなる青色光ビームＬｂ０を一定の光強
度で射出し、コリメータレンズ３２へ入射させる。
【００７０】
　コリメータレンズ３２は、青色光ビームＬｂ０を発散光から平行光に変換し、ビームス
プリッタ３３へ入射させる。
【００７１】
　ビームスプリッタ３３は、光ビームを約５０％の割合で透過し、残りの約５０％を反射
するようになされている。実際上、ビームスプリッタ３３は、青色光ビームＬｂ０の約５
０％を透過することにより青色光ビームＬｂ１とし、残りの約５０％を反射することによ
り青色光ビームＬｂ２とする。
【００７２】
　青色光ビームＬｂ１は、ミラー３４により反射された後、ビームスプリッタ３５へ入射
される。ビームスプリッタ３５は、青色光ビームＬｂ１を所定の割合で透過させ、リレー
レンズ３６へ入射させる。
【００７３】
　リレーレンズ３６は、可動レンズ３６Ａにより青色光ビームＬｂ１を平行光から収束光
又は発散光に変換し、さらに固定レンズ３６Ｂにより当該青色光ビームＬｂ１の収束状態
を変化させて、ビームスプリッタ２３へ入射させる。
【００７４】
　ここで可動レンズ３６Ａは、図示しないアクチュエータにより青色光ビームＬｂ１の光
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軸方向に移動されるようになされている。実際上、リレーレンズ３６は、制御部１１（図
４）の制御に基づき当該アクチュエータによって可動レンズ３６Ａを移動させることによ
り、固定レンズ３６Ｂから出射される青色光ビームＬｂ１の収束状態（すなわち収束角又
は発散角）を変化させ得るようになされている。
【００７５】
　ビームスプリッタ２３は、青色光ビームＬｂ１をその波長に応じて透過し、ビームスプ
リッタ２４へ入射させる。ビームスプリッタ２４は、青色光ビームＬｂ１を所定の割合で
透過し、対物レンズ２５へ入射させる。
【００７６】
　対物レンズ２５は、青色光ビームＬｂ１を集光することにより球面波とし、光ディスク
１００の第１面１００Ａへ照射する。因みに対物レンズ２５は、青色光ビームＬｂ１に関
しては、リレーレンズ３６との光学的な距離等の関係により、開口数（ＮＡ）が０．５の
集光レンズとして作用することになる。
【００７７】
　このとき青色光ビームＬｂ１は、図８に示すように、基準面１０２を透過して記録層１
０１内に合焦する。ここで当該青色光ビームＬｂ１の焦点Ｆｂ１の位置は、リレーレンズ
３６の固定レンズ３６Ｂから出射される際の収束状態により定められることになる。すな
わち青色光ビームＬｂ１の焦点Ｆｂ１は、可動レンズ３６Ａの位置に応じて記録層１０１
内の第１面１００Ａ側又は第２面１００Ｂ側へ移動することになる。
【００７８】
　実際上、初期化光学系３０は、制御部１１（図４）によって可動レンズ３６Ａの位置が
制御されることにより、光ディスク１００の記録層１０１内における焦点Ｆｂ１（図８）
の深さｄ１（すなわち基準面１０２からの距離）を調整するようになされている。
【００７９】
　このように初期化光学系３０は、光ディスク１００の第１面１００Ａ側から青色光ビー
ムＬｂ１を照射して焦点Ｆｂ１を記録層１０１内に位置させ、さらにリレーレンズ３６に
おける可動レンズ３６Ａの位置に応じて当該焦点Ｆｂ１の深さｄ１を調整するようになさ
れている。
【００８０】
　一方、青色光ビームＬｂ２は、ビームスプリッタ３３において反射された後、ミラー４
１及び４２において順次反射された後、リレーレンズ４３へ入射される。
【００８１】
　リレーレンズ４３は、リレーレンズ３６と同様に構成されており、可動レンズ３６Ａ及
び固定レンズ３６Ｂとそれぞれ対応する可動レンズ４３Ａ及び固定レンズ４３Ｂを有して
いる。
【００８２】
　リレーレンズ４３は、可動レンズ４３Ａにより青色光ビームＬｂ２を平行光から収束光
又は発散光に変換し、さらに固定レンズ４３Ｂにより当該青色光ビームＬｂ２の収束状態
を変化させて、対物レンズ４５へ入射させる。
【００８３】
　またリレーレンズ４３は、リレーレンズ３６と同様、制御部１１（図４）の制御に基づ
きアクチュエータ（図示せず）によって可動レンズ４３Ａを移動させることにより、固定
レンズ４３Ｂから出射される青色光ビームＬｂ２の収束状態を変化させ得るようになされ
ている。
【００８４】
　対物レンズ４５は、対物レンズ２５と同様の光学特性を有しており、青色光ビームＬｂ
２を集光することにより球面波とし、光ディスク１００の第２面１００Ｂへ照射する。
【００８５】
　このとき青色光ビームＬｂ２は、図８に示したように記録層１０１内に合焦する。ここ
で当該青色光ビームＬｂ２の焦点Ｆｂ２の位置は、リレーレンズ４３の固定レンズ４３Ｂ
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から出射される際の収束状態により定められることになる。すなわち当該焦点Ｆｂ２は、
青色光ビームＬｂ１の焦点Ｆｂ１と同様、可動レンズ４３Ａの位置に応じて記録層１０１
内の第１面１００Ａ側又は第２面１００Ｂ側へ移動することになる。
【００８６】
　実際上、初期化装置１０は、制御部１１（図４）によってリレーレンズ３６における可
動レンズ３６Ａの位置と共にリレーレンズ４３における可動レンズ４３Ａの位置が制御さ
れることにより、光ディスク１００の記録層１０１内における青色光ビームＬｂ２の焦点
Ｆｂ２（図８）の深さｄ２を調整するようになされている。
【００８７】
　このとき初期化装置１０では、制御部１１により、光ディスク１００に面ブレ等が発生
していないと仮定したときの（すなわち理想的な状態の）記録層１０１内における、対物
レンズ２５が基準位置にあるときの青色光ビームＬｂ１の焦点Ｆｂ１に対して、対物レン
ズ４５が基準位置にあるときの青色光ビームＬｂ２の焦点Ｆｂ２を合わせるようになされ
ている。
【００８８】
　青色光ビームＬｂ２は、焦点Ｆｂ２において一度収束した後、発散しながらさらに進行
する。以下、この光ビームを青色透過光ビームＬｂ３と呼ぶ。青色透過光ビームＬｂ３は
、対物レンズ２５へ入射されることにより発散角が調整された後、青色光ビームＬｂ１の
光路を反対方向へ辿るように、ビームスプリッタ２４、ビームスプリッタ２３及びリレー
レンズ３６を順次介して、ビームスプリッタ３５へ入射される。
【００８９】
　ビームスプリッタ３５は、青色透過光ビームＬｂ３を所定の割合で反射し、集光レンズ
４６により収束させ、図示しないシリンドリカルレンズ等により非点収差を持たせた上で
当該青色透過光ビームＬｂ３をフォトディテクタ４７へ照射する。
【００９０】
　フォトディテクタ４７は、図７（Ｂ）に示すように、フォトディテクタ２７と同様、青
色透過光ビームＬｂ３が照射される面上に、格子状に分割された４つの検出領域４７Ａ、
４７Ｂ、４７Ｃ及び４７Ｄを有している。因みに矢印ａ２により示される方向（図中の縦
方向）は、基準面１０２に設けられているトラックの走行方向に対応している。
【００９１】
　フォトディテクタ４７は、検出領域４７Ａ、４７Ｂ、４７Ｃ及び４７Ｄにより青色透過
光ビームＬｂ３の一部をそれぞれ検出し、このとき検出した光量に応じて検出信号Ｕ２Ａ
、Ｕ２Ｂ、Ｕ２Ｃ及びＵ２Ｄ（以下、これらをまとめてＵ２Ａ～Ｕ２Ｄと呼ぶ）をそれぞ
れ生成して、これらを駆動制御部１２（図４）へ送出する。
【００９２】
　因みに初期化光学系３０では、記録層１０１内における青色光ビームＬｂ１の焦点Ｆｂ
１に対する青色光ビームＬｂ２の焦点Ｆｂ２のずれ量が、集光レンズ４６により青色透過
光ビームＬｂ３が集光されフォトディテクタ４７へ照射されるときの照射状態に反映され
るよう、各種光学部品の光学的位置が調整されている。
【００９３】
　駆動制御部１２のサーボ制御回路１２Ｂは、対物レンズ４５について非点収差法により
フォーカス制御を行うべく、次に示す（３）式に従って検出信号Ｕ２Ａ～Ｕ２Ｄを基にフ
ォーカスエラー信号ＳＦＥ２を算出する。
【００９４】
【数３】

【００９５】
　このフォーカスエラー信号ＳＦＥ２は、青色光ビームＬｂ１の焦点Ｆｂ１と青色光ビー
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ムＬｂ２の焦点Ｆｂ２とのフォーカス方向に関するずれ量を表すことになる。
【００９６】
　続いてサーボ制御回路１２Ｂは、フォーカスエラー信号ＳＦＥ２を増幅する等してフォ
ーカス駆動信号ＳＦＤ２を生成し、これをアクチュエータ４８へ供給する。
【００９７】
　アクチュエータ４８は、対物レンズ４５を保持するレンズホルダ（図示せず）と光ピッ
クアップ１６との間に設けられており、フォーカス駆動信号ＳＦＤ２に基づき、対物レン
ズ４５をフォーカス方向へ駆動する。
【００９８】
　かくして光ピックアップ１６は、フォーカスエラー信号ＳＦＥ２を値「０」に収束させ
るよう、すなわちフォーカス方向に関し青色光ビームＬｂ２の焦点Ｆｂ２を青色光ビーム
Ｌｂ１の焦点Ｆｂ１に合わせるよう、対物レンズ４５をフォーカス制御する。
【００９９】
　また駆動制御部１２のサーボ制御回路１２Ｂは、対物レンズ４５についてプッシュプル
法によりトラッキング制御を行うべく、次に示す（４）式に従って検出信号Ｕ２Ａ～Ｕ２
Ｄを基にトラッキングエラー信号ＳＴＥ２を算出する。
【０１００】
【数４】

【０１０１】
　このトラッキングエラー信号ＳＴＥ２は、青色光ビームＬｂ１の焦点Ｆｂ１と青色光ビ
ームＬｂ２の焦点Ｆｂ２とのトラッキング方向に関するずれ量を表すことになる。
【０１０２】
　続いてサーボ制御回路１２Ｂは、トラッキングエラー信号ＳＴＥ２を基にトラッキング
駆動信号ＳＴＤ２を生成し、アクチュエータ４８へ供給する。アクチュエータ４８は、ト
ラッキング駆動信号ＳＴＤ２に従い対物レンズ４５をトラッキング方向へ駆動する。
【０１０３】
　かくして初期化装置１０は、トラッキングエラー信号ＳＴＥ２を値「０」に収束させる
よう、すなわちトラッキング方向に関し青色光ビームＬｂ２の焦点Ｆｂ２を青色光ビーム
Ｌｂ１の焦点Ｆｂ１に追従させるよう、対物レンズ４５をトラッキング制御する。
【０１０４】
　このように光ピックアップ１６の初期化光学系３０は、光ディスク１００の第１面１０
０Ａ側及び第２面１００Ｂ側の双方から青色光ビームＬｂ１及びＬｂ２を照射すると共に
、対物レンズ４５のフォーカス制御及びトラッキング制御を行うことにより、青色光ビー
ムＬｂ２の焦点Ｆｂ２を青色光ビームＬｂ１の焦点Ｆｂ１に追従させ、青色光ビームＬｂ
１及び青色光ビームＬｂ２を同一の焦点に集光させるようになされている。
【０１０５】
　ところで青色光ビームＬｂ１は、対物レンズ２５に入射される直前のビーム径が約２～
４［ｍｍ］程度である一方、焦点Ｆｂ１近傍におけるビーム径が１［μｍ］以下となる。
青色光ビームＬｂ２についても同様である。
【０１０６】
　すなわち光ピックアップ１６の初期化光学系３０は、青色光ビームＬｂ１の焦点Ｆｂ１
及び青色光ビームＬｂ２の焦点Ｆｂ２の近傍における光パワー密度を約４００万倍～１６
００万倍に高めることができる。
【０１０７】
　このため初期化装置１０は、例えば光ディスク１００が光強度に対する感度に閾値を有
している場合に、１００［ｍＷ］級程度の出力でなる初期化用レーザ３１（図６）を用い
たとしても、焦点Ｆｂ１及びＦｂ２の近傍において必要十分な光強度とすることができる
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ので、当該焦点Ｆｂ１及びＦｂ２の近傍にホログラムを適切に形成することができる。
【０１０８】
（１－２－３）初期ホログラムの形成
　次に、初期化装置１０による光ディスク１００の初期化について説明する。初期化装置
１０は、光ディスク１００に上述したネガ型の記録方式で情報を記録できるよう、当該光
ディスク１００の初期化を行う。
【０１０９】
　具体的に初期化装置１０は、光ディスク１００を線速度一定となるように回転させると
共に、光ピックアップ１６を内周側から外周側へ順次移動させながら、記録層１０１内に
所定の光強度でなる青色光ビームＬｂ１及びＬｂ２を照射するようになされている。
【０１１０】
　このとき初期化装置１０は、リレーレンズ３６及び４３を固定することにより、青色光
ビームＬｂ１及びＬｂ２の焦点Ｆｂ１及びＦｂ２を、いずれも基準面１０２から所定の深
さｄ１及びｄ２となる位置に保持する。
【０１１１】
　これにより初期化装置１０は、図８及び図９に示すように、基準面１０２に形成されて
いるトラックと対応するように、すなわち後に記録装置等によって情報が記録されるべき
箇所に、線状の連続的なホログラム（以下、これを初期ホログラムＩＨと呼ぶ）を螺旋状
に形成していく。このことは、他の観点から見れば、焦点Ｆｂ１及びＦｂ２を一致させた
まま、光ディスク１００の記録層１０１内で両者の相対的な位置を螺旋状に移動させてい
ることになる。
【０１１２】
　この初期ホログラムＩＨは、詳細には、図３に示した楕円体状のホログラムを記録層１
０１内で螺旋状に旋回移動させた際の軌跡に相当する形状でなり、記録ビーム径程度の幅
を有し、また深さ方向には対物レンズの焦点深度程度の長さを有しているものの、図９に
示したように、俯瞰した場合に１本の線のように視認することができる。
【０１１３】
　この場合、光ディスク１００の記録層１０１には、情報を記録すべき箇所（すなわちト
ラック）に相当する部分にのみ初期ホログラムＩＨを形成し、情報を記録すべきでない部
分、すなわちトラックに相当する部分以外の部分については、何ら初期化を行わないこと
になる。
【０１１４】
　この結果、光ディスク１００は、初期ホログラムＩＨが形成されていない部分について
は、記録層１０１を構成する材料の性質等により、光ビームの反射率を低いままとする一
方、初期ホログラムが形成された部分については、ホログラムとしての性質により、光ビ
ームの反射率を高めることになる。
【０１１５】
　このとき初期化装置１０は、リレーレンズ３６及び４３を固定し焦点Ｆｂ１及びＦｂ２
の深さｄ１及びｄ２を固定したまま記録層１０１内に初期ホログラムＩＨを形成すること
により、当該初期ホログラムＩＨを仮想的な平面内に、全体的に薄い円盤状に形成するこ
とができる。以下、初期ホログラムＩＨにより形成される層を初期ホログラム層ＹＨと呼
ぶ。
【０１１６】
　これを換言すれば、初期化装置１０は、光ディスク１００の記録層１０１内における焦
点Ｆｂ１及びＦｂ２の相対的な位置を、基準層１０２、第１面１００Ａ及び第２面１００
Ｂ等とほぼ平行な仮想的な平面上で順次移動させることになる。
【０１１７】
　さらに初期化装置１０は、リレーレンズ３６及び４３を制御して青色光ビームＬｂ１及
びＬｂ２の焦点Ｆｂ１及びＦｂ２それぞれの深さｄ１及びｄ２を段階的に切り換えること
により、図１０に示すように、複数層（例えば２０層など）の初期ホログラム層ＹＨを形
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成するようになされている。
【０１１８】
　これにより光ディスク１００の記録層１０１内には、厚さ方向に螺旋を揃えるよう複数
の初期ホログラム層ＹＨが重ねられた状態で形成される。
【０１１９】
　ここで記録層１０１は、構成材料の光学的性質により、光ビームの反射率が比較的低く
なるようになされているものの、初期ホログラムＩＨが形成された箇所は、ホログラムと
しての性質により、光ビームの反射率が比較的高くなっている。
【０１２０】
　このように初期化装置１０は、光ディスク１００の記録層１０１内に、基準面１０２の
トラックと対応するような線状の初期ホログラムＩＨを形成することにより、当該光ディ
スク１００の初期化を行うようになされている。
【０１２１】
（１－３）光ディスクへの情報の記録及び再生
　次に、初期化装置１０により初期化された光ディスク１００に対する情報の記録、及び
当該光ディスク１００からの情報の再生について説明する。
【０１２２】
（１－３－１）記録再生装置の全体構成
　まず、光ディスク１００に情報を記録し、また当該光ディスク１００から情報を再生す
る記録再生装置６０について説明する。この記録再生装置６０は、初期化済みの光ディス
ク１００に対し一般のユーザが家庭等において情報を記録し、また当該光ディスク１００
から情報を再生する際に利用されることが想定されている。
【０１２３】
　記録再生装置６０は、図１１に示すように、初期化装置１０（図４）と類似した構成を
有しており、制御部６１により全体を統括制御するようになされている。
【０１２４】
　制御部６１は、図示しないＣＰＵ（Central Processing Unit）を中心に構成されてお
り、図示しないＲＯＭ（Read Only Memory）から基本プログラムや情報記録プログラム、
あるいは情報再生プログラム等の各種プログラムを読み出し、これらを図示しないＲＡＭ
（Random Access Memory）に展開することにより、情報記録処理や情報再生処理等の各種
処理を実行するようになされている。
【０１２５】
　例えば制御部６１は、光ディスク１００が装填された状態で、図示しない外部機器等か
ら情報記録命令、記録すべき情報及び当該情報を記録すべきアドレスを受け付けると、情
報記録プログラム等に従い駆動命令を駆動制御部６２へ供給する。
【０１２６】
　駆動制御部６２は、供給される信号に対する演算処理や、後述するアクチュエータに供
給すべき供給信号の生成等を行うようになされている。また駆動制御部６２は、各種の駆
動制御処理を実行するようにもなされている。
【０１２７】
　駆動制御部６２は、駆動命令に従ってスピンドルモータ６４を駆動制御することにより
、光ディスク１００を例えば線速度一定とするよう回転させる。また駆動制御部６２は、
駆動命令に従ってスレッドモータ６５を駆動制御することにより、光ピックアップ６６を
移動軸６５Ａ及び６５Ｂに沿って、光ディスク１００の径方向（すなわち内周方向又は外
周方向）に移動させる。
【０１２８】
　光ピックアップ６６は、光ディスク１００の一面１００Ａ側から光ビームを照射し、光
ディスク１００により反射された反射光ビームを検出すると共に、その検出結果を駆動制
御部６２及び信号処理部６３へ供給する。
【０１２９】
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　このとき反射光ビームの強度は、光ビームが初期ホログラムＩＨに合焦したときに最大
となる。このため光ピックアップ６６は、一般的な光ディスクの場合と同様に、駆動制御
部６２の制御に基づいてフォーカス制御及びトラッキング制御等の位置制御を行った上で
、光ビームを所望の位置に集光し情報を記録する（詳しくは後述する）。
【０１３０】
　また制御部６１は、光ディスク１００が装填された状態で、図示しない外部機器等から
情報再生命令及び情報を再生すべきアドレス等を受け付けると、情報再生プログラム等に
従い駆動命令を駆動制御部６２へ供給する。
【０１３１】
　このとき光ピックアップ６６は、駆動制御部６２の制御に基づいてフォーカス制御及び
トラッキング制御等の位置制御を行った上で、光ビームを所望の位置に集光することによ
り、当該光ビームが光ディスク１００により反射されてなる反射光ビームを検出する。
【０１３２】
　信号処理部６３は、反射光ビームを基に得られる検出信号に対し復号化処理等を施すこ
とにより情報を再生し、これを制御部６１へ供給するようになされている（詳しくは後述
する）。
【０１３３】
　このように記録再生装置６０は、フォーカス制御及びトラッキング制御等の位置制御を
行いながら、初期化済みの光ディスク１００に対して情報を記録し、また当該光ディスク
１００から情報を再生するようになされている。
【０１３４】
（１－３－２）記録再生装置における光ピックアップの構成
　次に、光ピックアップ６６の構成について説明する。光ピックアップ６６は、図１２に
模式的に示すように多数の光学部品が設けられており、大きく分けてサーボ光学系７０及
び記録再生光学系８０により構成されている。
【０１３５】
　サーボ光学系７０は、初期化装置１０のサーボ光学系２０（図６）と比較して、サーボ
制御回路１２Ａに代えてサーボ制御回路６２Ａが設けられている点以外はほぼ同様に構成
されている。
【０１３６】
　サーボ制御回路６２Ａは、サーボ制御回路１２Ａと同様にフォーカス制御及びトラッキ
ング制御を行うと共に、次に示す（５）式に従って検出信号Ｕ１Ａ～Ｕ１Ｄを基に再生Ｒ
Ｆ信号ＳＲＦ１を算出する。
１を算出する。
【０１３７】
【数５】

【０１３８】
　この再生ＲＦ信号ＳＲＦ１は、光ディスク１００の基準面１０２から読み出した、赤色
光ビームＬｒ１が照射されているトラックのアドレス情報が含まれている。
【０１３９】
　続いてサーボ制御回路６２Ａは、再生ＲＦ信号ＳＲＦ１に対し所定の復調処理等を施す
ことによりアドレス情報を再生し、これを基に、赤色光ビームＬｒ１を所望のアドレスに
照射するよう、スレッドモータ６５（図１１）及びアクチュエータ２８に対してトラック
単位での位置制御を行う。
【０１４０】
　すなわちサーボ光学系７０は、光ディスク１００の基準面１０２を利用して、情報を記
録又は再生すべきアドレスに応じたトラックに赤色光ビームＬｒ１を合焦させるよう、対
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物レンズ２５のフォーカス制御及びトラッキング制御を行うようになされている。
【０１４１】
　ところで記録再生光学系８０は、初期化装置１０の初期化光学系３０とは異なり、光デ
ィスク１００の第１面１００Ａ側のみに青色光ビームを照射するようになされている。
【０１４２】
　記録再生光学系８０の記録再生用レーザ８１は、例えば半導体レーザでなり、波長約４
０５［ｎｍ］の青色レーザ光を出射し得るようになされている。光ディスク１００に情報
を記録する場合、記録再生用レーザ８１は、制御部６１（図１１）の制御に基づき、発散
光でなる青色光ビームＬｂ１１を比較的高い強度で出射し、コリメータレンズ８２へ入射
させる。
【０１４３】
　コリメータレンズ８２は、青色光ビームＬｂ１１を発散光から平行光に変換し、ビーム
スプリッタ８３へ入射させる。ビームスプリッタ８３は、青色光ビームＬｂ１１を所定の
割合で透過し、リレーレンズ８４へ入射させる。
【０１４４】
　リレーレンズ８４は、初期化装置１０におけるリレーレンズ３６（図６）と同様に構成
されており、可動レンズ８４Ａにより青色光ビームＬｂ１１を平行光から収束光又は発散
光に変換し、さらに固定レンズ８４Ｂにより当該青色光ビームＬｂ１１の収束状態を変化
させて、ビームスプリッタ２３へ入射させる。
【０１４５】
　ビームスプリッタ２３は、青色光ビームＬｂ１１をその波長に応じて透過し、ビームス
プリッタ２４へ入射させる。ビームスプリッタ２４は、青色光ビームＬｂ１１を所定の割
合で透過し、対物レンズ２５へ入射させる。対物レンズ２５は、青色光ビームＬｂ１１を
集光し、光ディスク１００の第１面１００Ａへ照射する。
【０１４６】
　ここで当該青色光ビームＬｂ１１の焦点Ｆｂ１１の位置は、リレーレンズ８４の固定レ
ンズ８４Ｂから出射される際の収束状態により定められることになる。すなわち青色光ビ
ームＬｂ１１の焦点Ｆｂ１１は、制御部６１の制御の下で、可動レンズ３６Ａの位置に応
じて記録層１０１内の第１面１００Ａ側又は第２面１００Ｂ側へ移動することになる。
【０１４７】
　実際上、制御部６１は、可動レンズ８４Ａの位置を制御することにより、光ディスク１
００の記録層１０１内に複数形成されている初期ホログラム層ＹＨのうち、情報を記録す
べき初期ホログラム層ＹＨ（以下これを対象初期ホログラム層ＹＨＧと呼ぶ）に対し青色
光ビームＬｂ１１の焦点Ｆｂ１１を合わせる。
【０１４８】
　これにより青色光ビームＬｂ１１は、対象初期ホログラム層ＹＨＧにおける、情報を記
録すべき箇所（以下、これを目標位置ＰＧと呼ぶ）に予め形成されている線状の初期ホロ
グラムＩＨ上に焦点Ｆｂ１１を合わせることになる。
【０１４９】
　このとき記録層１０１内の対象初期ホログラム層ＹＨＧには、青色光ビームＬｂ１１の
光エネルギー及び熱エネルギー等が焦点Ｆｂ１１に収束されるため、図１３に示すように
、初期ホログラムＩＨのうち目標位置ＰＧの近傍部分が熱的若しくは光化学反応的に破壊
され、局所的にホログラムとしての性質を失った記録マークＲＭが形成される。
【０１５０】
　実際上、記録再生装置６０は、記録すべき情報に対して信号処理部６３により所定の変
調処理等を施し２進数に変換した上で、例えば符号「０」のときは青色光ビームＬｂ１１
の出射を抑えて初期ホログラムＩＨを保持し、符号「１」のときは青色光ビームＬｂ１１
を出射し初期ホログラムＩＨを破壊して記録マークＲＭを形成するようになされている。
【０１５１】
　一方、光ディスク１００から情報を再生する場合、制御部６１（図１１）は、記録再生
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用レーザ８１（図１２）から青色光ビームＬｂ１１を比較的低い強度で出射させる。これ
により青色光ビームＬｂ１１は、対象初期ホログラム層ＹＨＧにおける目標とするトラッ
ク（以下、これを対象目標トラックと呼ぶ）に照射される。
【０１５２】
　このとき青色光ビームＬｂ１１は、目標位置ＰＧにおける初期ホログラムＩＨが破壊さ
れず残っていた場合、対象目標トラックの初期ホログラムＩＨにより反射され、青色反射
光ビームＬｂ１２となる。
【０１５３】
　青色反射光ビームＬｂ１２は、青色光ビームＬｂ１１の光路を反対方向へ辿ることによ
り、対物レンズ２５、ビームスプリッタ２４、ビームスプリッタ２３及びリレーレンズ８
４を順次介し、ビームスプリッタ８３へ入射される。
【０１５４】
　ビームスプリッタ８３は、青色反射光ビームＬｂ１２の一部を反射することにより集光
レンズ８６へ入射させる。集光レンズ８６は、青色反射光ビームＬｂ１２を収束させ、フ
ォトディテクタ８７へ照射する。
【０１５５】
　フォトディテクタ８７は、図７（Ｃ）に示すように、単一の検出領域８７Ａにより青色
反射光ビームＬｂ１２を検出し、このとき検出した光量に応じて検出信号Ｕ３を生成して
信号処理部６３（図１１）へ送出する。
【０１５６】
　このとき信号処理部６３は、青色反射光ビームＬｂ１２を検出した場合には、初期ホロ
グラムＩＨが形成されたまま残されている、すなわち符号「０」が記録されているものと
認識し、また青色反射光ビームＬｂ１２を検出しなかった場合には、初期ホログラムＩＨ
が破壊され記録マークＲＭが記録されている、すなわち符号「１」が記録されているもの
と認識するようになされている。
【０１５７】
　信号処理部６３は、検出信号Ｕ３に対し所定の復調処理や復号化処理等を施すことによ
り、光ディスク１００に記録されている情報を再生し、これを制御部６１へ供給する。こ
れに応じて制御部６１は、再生された情報を外部機器へ送出する。
【０１５８】
　このように記録再生装置６０は、光ディスク１００に情報を記録する際には、記録すべ
き情報に応じて初期ホログラムＩＨを破壊又は保持し、当該光ディスク１００から情報を
再生する際には、青色光ビームＬｂ１１が反射されたか否かに応じて初期ホログラムＩＨ
が保持され又は破壊されていることを検出し、その検出結果を基に情報を再生するように
なされている。
【０１５９】
（１－４）動作及び効果
　以上の構成において、第１の実施の形態による初期化装置１０は、初期化処理として、
光ディスク１００を回転駆動し基準面１０２に形成されたトラックに赤色光ビームＬｒ１
を追従させながら、当該光ディスク１００の両面から青色光ビームＬｂ１及びＬｂ２の焦
点Ｆｂ１及びＦｂ２を一致させるよう照射することにより、記録層１０１内に線状の初期
ホログラムＩＨを形成する。
【０１６０】
　また初期化装置１０は、制御部１１を介してリレーレンズ３６及び４３を制御し基準面
１０２から焦点Ｆｂ１及びＦｂ２までの距離を順次変化させることにより、初期ホログラ
ム層ＹＨを複数形成する。
【０１６１】
　従って初期化装置１０は、光ディスク１００の記録層１０１が光強度に対する感度に閾
値を持つことにより初期化に要する光強度が比較的高められていたとしても、青色光ビー
ムＬｂ１及びＬｂ２を球面波として集光することにより、初期化に必要な光強度を得るこ
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とができる。
【０１６２】
　また初期化装置１０は、光ディスク１００内における焦点Ｆｂ１及びＦｂ２の相対的な
位置を順次移動させることにより、各初期ホログラム層ＹＨにおいて、線状の初期ホログ
ラムＩＨを基準面１０２の各トラックと対応するよう螺旋状に旋回した状態で順次形成す
ることができる。
【０１６３】
　すなわち初期化装置１０は、光ディスク１００全体に平面波を照射し一度にホログラム
の層を形成する従来の初期化処理と比較して、当該光ディスク１００に対し一時に照射す
べき光エネルギー又は熱エネルギーを格段に抑えることができる。
【０１６４】
　このため初期化装置１０は、光ディスク１００全体に平面波を照射する場合と比較して
、初期化用レーザ２１に要求される青色光ビームＬｂ０の出力（すなわち光強度）を格段
に低く抑えることができ、光ピックアップ１６あるいは初期化装置１０全体の構成を極め
て簡素化することができる。
【０１６５】
　因みに初期化装置１０は、実際上、光ディスク１００の初期化処理にある程度の時間を
要することになるものの、その構成が比較的簡易なものであることから、例えば光ディス
ク１００の製造工場等において大量に設けることが容易となる。すなわちこのような製造
工場等では、大量の初期化装置１０を並列的に用いることにより、見かけ上、光ディスク
１００の単位時間あたりの初期化処理数を増やすことができ、現実的に十分な数の光ディ
スク１００を量産することが可能となる。
【０１６６】
　また初期化装置１０は、赤色光ビームＬｒ１を基準面１０２に形成されたトラックに追
従させながら初期ホログラムＩＨを形成するため、情報を記録すべき箇所、すなわち基準
面１０２のトラックと対応する箇所に当該初期ホログラムＩＨを順次形成していくことが
できる。
【０１６７】
　このため初期化装置１０は、記録層１０１内において情報を記録すべき箇所に初期ホロ
グラムＩＨを確実に形成することができる。
【０１６８】
　さらに初期化装置１０は、リレーレンズ３６及び４３を制御することにより、同一の基
準面１０２に対応する初期ホログラム層ＹＨを複数形成することができるので、光ディス
ク１００の厚さ方向に関して初期ホログラムＩＨの位置を揃えることができる。
【０１６９】
　一方、記録再生装置６０は、光ディスク１００に情報を記録する際、基準面１０２に形
成されている基準目標トラックに赤色光ビームＬｒ１を追従させながら、当該光ディスク
１００の第１面１００Ａ側から青色光ビームＬｂ１１の焦点Ｆｂ１１を対象初期ホログラ
ム層ＹＨＧに集光するよう照射することにより、記録層１０１内の初期ホログラムＩＨの
うち目標位置ＰＧの近傍を局所的に破壊して記録マークＲＭを形成する。
【０１７０】
　また記録再生装置６０は、光ディスク１００から情報を再生する際、基準面１０２に形
成されている基準目標トラックに赤色光ビームＬｒ１を追従させながら、当該光ディスク
１００の第１面１００Ａ側から青色光ビームＬｂ１１を記録層１０１内の対象初期ホログ
ラム層ＹＨＧに集光するよう照射して青色反射光ビームＬｂ１２を検出することにより、
目標位置ＰＧにおける初期ホログラムＩＨの存否に基づいた情報を再生する。
【０１７１】
　従って記録再生装置６０は、光ディスク１００の片面側にのみ光学系を有する光ピック
アップ６６を用いて情報の記録及び再生を行うことができる。すなわち記録再生装置６０
は、初期化装置１０と比較して、その構成を大幅に簡素化することができる。
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【０１７２】
　以上の構成によれば、第１の実施の形態による初期化装置１０は、光ディスク１００を
回転駆動し基準面１０２に形成されたトラックに赤色光ビームＬｒ１を追従させながら、
青色光ビームＬｂ１及びＬｂ２を当該光ディスク１００の両面から照射する。これにより
初期化装置１０は、初期化処理として、記録層１０１内に線状の初期ホログラムＩＨを基
準面１０２のトラックと対応する螺旋状に形成することができるので、光ディスク１００
に対し一時に照射すべき光エネルギー又は熱エネルギーを格段に抑えながら、平面状の初
期ホログラム層ＹＨを形成することができる。
【０１７３】
（２）第２の実施の形態
（２－１）光ディスクの構成
　第２の実施の形態において、光ディスク１００（図２）は第１の実施の形態と同様に記
録層１０１及び基準面１０２を有しているため、その説明は省略する。
【０１７４】
（２－２）初期化装置の構成
　一方、この第２の実施の形態では、第１の実施の形態と同様に構成された初期化装置１
０（図４～図６）により光ディスク１００を初期化するものの、記録層１００内に形成す
る初期ホログラムＩＨの形状が第１の実施の形態（図８）とは異なっている。
【０１７５】
　すなわち第２の実施の形態における初期化装置１０は、制御部１１の制御の下で初期化
用レーザ３１から出射する青色光ビームＬｂ０を適宜変調させることにより、図８と対応
する図１４に示すように、多数の微小な楕円体状のホログラムＨ（図３）でなる初期ホロ
グラムＩＨを形成する。
【０１７６】
　この初期ホログラムＩＨは、図９と対応する図１５に示すように、基準面１０２に形成
されているトラックに合わせて螺旋状に配列されており、全体として平面状に形成されて
いる。
【０１７７】
　さらに初期化装置１０は、基準面１０２のトラックに埋め込まれているアドレス情報に
対応する箇所では、当該アドレス情報に応じて各ホログラムＨを形成するか否かを変化さ
せるようになされている。
【０１７８】
　これにより初期化装置１０は、各ホログラムＨの有無によりアドレス情報が符号として
表された状態で初期ホログラムＩＨを形成することができる。
【０１７９】
　また初期化装置１０は、第１の実施の形態と同様、リレーレンズ３６及び４３を制御し
て青色光ビームＬｂ１及びＬｂ２の焦点Ｆｂ１及びＦｂ２それぞれの深さｄ１及びｄ２を
段階的に切り換えることにより、図１４に示したように、複数層（例えば２０層など）の
初期ホログラム層ＹＨを形成することができる。
【０１８０】
　これにより光ディスク１００の記録層１０１内には、複数の初期ホログラム層ＹＨが厚
さ方向にホログラムＨを揃えるように重ねられた状態で形成される。
【０１８１】
　このように第２の実施の形態における初期化装置１０は、光ディスク１００の記録層１
０１内に、多数の微小な楕円体状のホログラムＨでなる初期ホログラムＩＨを螺旋状に配
列することにより、初期ホログラム層ＹＨを形成するようになされている。
【０１８２】
（２－３）記録再生装置の構成
　第２の実施の形態では、第１の実施の形態における記録再生装置６０（図１１）と対応
する記録再生装置１１０により、初期化済みの光ディスク１００に対して情報を記録し、
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また当該光ディスク装置１００から情報を再生するようになされている。
【０１８３】
　記録再生装置１１０は、制御部６１、駆動制御部６２及び光ピックアップ６６とそれぞ
れ対応する制御部１１１、駆動制御部１１２及び光ピックアップ１１６を有している。
【０１８４】
　図１２との対応部分に同一符号を付した図１６に示すように、光ピックアップ１１６は
、光ピックアップ６６からサーボ光学系２０が省略され、対物レンズ２５及びアクチュエ
ータ２８が残され、サーボ制御回路６２Ａと対応するサーボ制御回路１１２Ａが設けられ
たような構成を有している。
【０１８５】
　すなわち光ディスク１００に情報を記録する場合、光ピックアップ１１６の記録再生用
レーザ８１は、制御部１１１（図１１）の制御に基づき、発散光でなる青色光ビームＬｂ
２１を比較的高い強度で出射し、コリメータレンズ８２へ入射させる。
【０１８６】
　コリメータレンズ８２は、青色光ビームＬｂ２１を発散光から平行光に変換し、ビーム
スプリッタ８３へ入射させる。ビームスプリッタ８３は、青色光ビームＬｂ２１を所定の
割合で透過し、対物レンズ２５へ入射させる。
【０１８７】
　対物レンズ２５は、青色光ビームＬｂ２１を集光し、光ディスク１００の第１面１００
Ａへ照射する。このとき青色光ビームＬｂ２１は、記録層１０１内のホログラムＨにより
反射され、青色反射光ビームＬｂ２２となる。
【０１８８】
　青色反射光ビームＬｂ２２は、対物レンズ２５により平行光に変換され、ビームスプリ
ッタ８３へ入射される。ビームスプリッタ８３は、青色反射光ビームＬｂ２２を所定の割
合で反射し、集光レンズ８６へ入射させる。
【０１８９】
　ビームスプリッタ８３は、青色反射光ビームＬｂ２２の一部を反射することにより集光
レンズ８６へ入射させる。集光レンズ８６は、青色反射光ビームＬｂ１２を収束させ、フ
ォトディテクタ１１７へ照射する。
【０１９０】
　フォトディテクタ１１７は、図７（Ｄ）に示すように、青色反射光ビームＬｂ２２が照
射される面上に、格子状に分割された４つの検出領域１１７Ａ、１１７Ｂ、１１７Ｃ及び
１１７Ｄを有している。因みに矢印ａ３により示される方向（図中の縦方向）は、初期ホ
ログラムＩＨとして配列されたホログラムＨが形成するトラックの走行方向に対応してい
る。
【０１９１】
　フォトディテクタ１１７は、検出領域１１７Ａ、１１７Ｂ、１１７Ｃ及び１１７Ｄによ
り青色反射光ビームＬｂ２２の一部をそれぞれ検出し、このとき検出した光量に応じて検
出信号Ｕ４Ａ、Ｕ４Ｂ、Ｕ４Ｃ及びＵ４Ｄ（以下、これらをまとめてＵ４Ａ～Ｕ４Ｄと呼
ぶ）をそれぞれ生成して、これらを駆動制御部１１２（図１１）へ送出する。
【０１９２】
　因みに光ピックアップ１１６では、記録層１０１内における青色光ビームＬｂ２１の焦
点Ｆｂ２１と目標とするホログラムＨとのずれ量が、集光レンズ８６により青色反射光ビ
ームＬｂ２２が集光されフォトディテクタ１１７へ照射されるときの照射状態に反映され
るよう、各種光学部品の光学的位置が調整されている。
【０１９３】
　駆動制御部１１２のサーボ制御回路１１２Ａは、対物レンズ２５について非点収差法に
よりフォーカス制御を行うべく、次に示す（６）式に従って検出信号Ｕ４Ａ～Ｕ４Ｄを基
にフォーカスエラー信号ＳＦＥ４を算出する。
【０１９４】
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【数６】

【０１９５】
　このフォーカスエラー信号ＳＦＥ４は、初期ホログラムＩＨとして形成されているホロ
グラムＨと焦点Ｆｂ２１とのフォーカス方向に関するずれ量を表すことになる。
【０１９６】
　続いてサーボ制御回路１１２Ａは、フォーカスエラー信号ＳＦＥ４を増幅する等してフ
ォーカス駆動信号ＳＦＤ４を生成し、これをアクチュエータ２８へ供給する。
【０１９７】
　アクチュエータ２８は、対物レンズ２５を保持するレンズホルダ（図示せず）と光ピッ
クアップ１１６との間に設けられており、フォーカス駆動信号ＳＦＤ４に基づき、対物レ
ンズ２５をフォーカス方向へ駆動する。
【０１９８】
　かくして記録再生装置１１０は、フォーカスエラー信号ＳＦＥ４を値「０」に収束させ
るよう、すなわち青色光ビームＬｂ２１を初期ホログラムＩＨのホログラムＨに合焦させ
るよう、対物レンズ２５をフォーカス制御する。
【０１９９】
　また駆動制御部１１２のサーボ制御回路１１２Ａは、対物レンズ２５についてプッシュ
プル法によりトラッキング制御を行うべく、次に示す（７）式に従って検出信号Ｕ４Ａ～
Ｕ４Ｄを基にトラッキングエラー信号ＳＴＥ４を算出する。
【０２００】

【数７】

【０２０１】
　このトラッキングエラー信号ＳＴＥ４は、初期ホログラムＩＨとして形成されているホ
ログラムＨと焦点Ｆｂ２１とのトラッキング方向に関するずれ量を表すことになる。
【０２０２】
　続いてサーボ制御回路１１２Ａは、トラッキングエラー信号ＳＴＥ４を基にトラッキン
グ駆動信号ＳＴＤ４を生成し、アクチュエータ２８へ供給する。アクチュエータ２８は、
トラッキング駆動信号ＳＴＤ４に従い対物レンズ２５をトラッキング方向へ駆動する。
【０２０３】
　かくして記録再生装置１１０は、トラッキングエラー信号ＳＴＥ４を値「０」に収束さ
せるよう、すなわち青色光ビームＬｂ２１を初期ホログラムＩＨのホログラムＨに追従さ
せるよう、対物レンズ２５をトラッキング制御する。
【０２０４】
　さらにサーボ制御回路１１２Ａは、次に示す（８）式に従って検出信号Ｕ４Ａ～Ｕ４Ｄ
を基に再生ＲＦ信号ＳＲＦ４を算出する。
１を算出する。
【０２０５】

【数８】

【０２０６】
　この再生ＲＦ信号ＳＲＦ４は、光ディスク１００の初期ホログラムＩＨにより表されて
いるアドレス情報が含まれている。
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【０２０７】
　続いてサーボ制御回路１１２Ａは、再生ＲＦ信号ＳＲＦ４に対し所定の復調処理等を施
すことによりアドレス情報を再生し、これを基に、青色光ビームＬｂ２１を所望のアドレ
スに照射するよう、スレッドモータ６５（図１１）及びアクチュエータ２８に対してトラ
ック単位での位置制御を行う。
【０２０８】
　このように記録再生装置１１０は、光ディスク１００の第１面１００Ａ側から青色光ビ
ームＬｂ２１を照射すると共に、青色反射光ビームＬｂ２２の検出結果を基に対物レンズ
２５のフォーカス制御及びトラッキング制御を行うことにより、青色光ビームＬｂ２１の
焦点Ｆｂ２１を所望の初期ホログラムＩＨに追従させるようになされている。
【０２０９】
　この結果、図１７に示すように、青色光ビームＬｂ２１は、対象初期ホログラム層ＹＨ
Ｇの対象目標トラック、すなわち初期ホログラムＩＨ上に予め形成されている楕円体状の
微小なホログラムＨ上に焦点Ｆｂ２１を位置させることになる。
【０２１０】
　このとき記録層１０１内の対象初期ホログラム層ＹＨＧには、青色光ビームＬｂ２１の
光エネルギー及び熱エネルギー等が焦点Ｆｂ２１に収束されるため、初期ホログラムＩＨ
のうち目標位置ＰＧにあるホログラムＨが破壊される。
【０２１１】
　これにより、記録層１０１内の焦点Ｆｂ２１の位置においてホログラムＨが破壊された
箇所は、ホログラムとしての機能が失われるため、光ビームの反射率を大幅に低下させる
ことになる。
【０２１２】
　実際上、記録再生装置１１０は、記録装置６０と同様、記録すべき情報に対して信号処
理部６３により所定の変調処理等を施し２進数に変換した上で、例えば符号「０」のとき
は青色光ビームＬｂ２１の出射を抑えて初期ホログラムＩＨを保持し、符号「１」のとき
は青色光ビームＬｂ２１を出射し初期ホログラムＩＨを破壊するようになされている。
【０２１３】
　一方、光ディスク１００から情報を再生する場合、制御部１１１は、記録再生用レーザ
８１から青色光ビームＬｂ２１を比較的低い強度で出射させる。これにより青色光ビーム
Ｌｂ２１は、対象初期ホログラム層ＹＨＧにおける目標トラックに照射される。
【０２１４】
　このとき青色光ビームＬｂ２１は、目標位置ＰＧにおける初期ホログラムＩＨが破壊さ
れず残っていた場合、当該初期ホログラムＦｂ２１により反射されて青色反射光ビームＬ
ｂ２２となり、対物レンズ２５、ビームスプリッタ８３及び集光レンズ８６を順次介して
フォトディテクタ１１７へ照射される。
【０２１５】
　信号処理部６３は、フォトディテクタ１１７から供給される検出信号Ｕ４Ａ～Ｕ４Ｄを
基に、上述した（８）式に従い再生ＲＦ信号ＳＲＦ４を算出する。
【０２１６】
　このとき信号処理部６３は、フォトディテクタ１１７により青色反射光ビームＬｂ２２
を検出し再生ＲＦ信号ＳＲＦ４の信号レベルが高い場合には、初期ホログラムＩＨが形成
されたまま残されている、すなわち符号「０」が記録されているものと認識する。
【０２１７】
　また信号処理部６３は、フォトディテクタ１１７により青色反射光ビームＬｂ２２を検
出せず再生ＲＦ信号ＳＲＦ４の信号レベルが低い場合には、初期ホログラムＩＨが破壊さ
れている、すなわち符号「１」が記録されているものと認識する。
【０２１８】
　信号処理部６３は、再生ＲＦ信号ＳＲＦ４に対し所定の復調処理や復号化処理等を施す
ことにより、光ディスク１００に記録されている情報を再生し、これを制御部１１１へ供
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給する。これに応じて制御部１１１は、再生された情報を外部機器へ送出する。
【０２１９】
　このように記録再生装置１１０は、初期ホログラムＩＨを用いてフォーカス制御及びト
ラッキング制御を行うと共にアドレス情報を参照しながら、光ディスク１００に情報を記
録する際には、記録すべき情報に応じて初期ホログラムＩＨの各ホログラムＨを破壊又は
保持し、当該光ディスク１００から情報を再生する際には、青色光ビームＬｂ２１が反射
されたか否かに応じて初期ホログラムＩＨの各ホログラムＨが保持され又は破壊されてい
ることを検出し、その検出結果を基に情報を再生するようになされている。
【０２２０】
（２－４）動作及び効果
　以上の構成において、第２の実施の形態による初期化装置１０は、初期化処理として、
光ディスク１００を回転駆動し基準面１０２に形成されたトラックに赤色光ビームＬｒ１
を追従させながら、当該光ディスク１００の両面から青色光ビームＬｂ１及びＬｂ２の焦
点Ｆｂ１及びＦｂ２を一致させるよう断続的に照射することにより、記録層１０１内に微
小な楕円体状のホログラムＨを螺旋状に配列した初期ホログラムＩＨを形成する。
【０２２１】
　また初期化装置１０は、制御部１１を介してリレーレンズ３６及び４３を制御し基準面
１０２から焦点Ｆｂ１及びＦｂ２までの距離を順次変化させることにより、初期ホログラ
ム層ＹＨを複数形成する。
【０２２２】
　従って初期化装置１０は、第１の実施の形態と同様、光ディスク１００の記録層１０１
が光強度に対する感度に閾値を持つことにより初期化に要する光強度が比較的高められて
いたとしても、青色光ビームＬｂ１及びＬｂ２を球面波として集光することにより、初期
化に必要な光強度を得ることができる。
【０２２３】
　また初期化装置１０は、光ディスク１００内における焦点Ｆｂ１及びＦｂ２の相対的な
位置を順次移動させることにより、各初期ホログラム層ＹＨにおいて、微小な楕円体状の
ホログラムＨが螺旋状に配列されてなる初期ホログラムＩＨを基準面１０２の各トラック
と対応するよう順次形成することができる。
【０２２４】
　すなわち初期化装置１０は、第２の実施の形態においても、光ディスク１００全体に平
面波を照射し一度にホログラムの層を形成する従来の初期化処理と比較して、当該光ディ
スク１００に対し一時に照射すべき光エネルギー又は熱エネルギーを格段に抑えることが
できる。
【０２２５】
　また初期化装置１０は、赤色光ビームＬｒ１を基準面１０２に形成されたトラックに追
従させながら初期ホログラムＩＨを形成するため、情報を記録すべき箇所、すなわち基準
面１０２のトラックと対応する箇所に当該初期ホログラムＩＨのホログラムＨを順次形成
していくことができる。
【０２２６】
　このため初期化装置１０は、第１の実施の形態と同様に、記録層１０１内において情報
を記録すべき箇所に初期ホログラムＩＨを確実に形成することができる。
【０２２７】
　さらに初期化装置１０は、基準面１０２のトラックにより表されるアドレス情報に対応
する箇所では、各ホログラムＨの有無により当該アドレス情報を表すよう初期ホログラム
ＩＨを形成する。
【０２２８】
　これにより記録再生装置１１０は、光ディスク１００に対し情報の記録又は再生を行う
際に、青色光ビームＬｂ２１が初期ホログラムＩＨにより反射されてなる青色反射光ビー
ムＬｂ２２を基に、フォーカス制御、トラッキング制御及びアドレスの参照を行うことが
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できるので、記録再生装置６０（図１２）のようにサーボ光学系７０を設ける必要がない
。すなわち記録再生装置１１０は、極めて簡素に構成することができる。
【０２２９】
　また記録再生装置１１０は、実際に情報の記録及び再生を行う初期ホログラム層ＹＨを
用いてフォーカス制御及びトラッキング制御を行うため、記録再生装置６０のように初期
ホログラム層ＹＨと離れた基準面１０２を用いてフォーカス制御及びトラッキング制御を
行う場合と比較して、フォーカス制御及びトラッキング制御の精度を高めることができる
。
【０２３０】
　その他、第２の実施の形態においても、第１の実施の形態と同様の作用効果を得ること
ができる。
【０２３１】
　以上の構成によれば、第２の実施の形態による初期化装置１０は、光ディスク１００を
回転駆動し基準面１０２に形成されたトラックに赤色光ビームＬｒ１を追従させながら、
青色光ビームＬｂ１及びＬｂ２を当該光ディスク１００の両面から断続的に照射する。こ
れにより初期化装置１０は、初期化処理として、記録層１０１内に微小な楕円体状でなる
初期ホログラムＩＨを基準面１０２のトラックと対応する螺旋状に配列するよう形成する
ことができるので、光ディスク１００に対し一時に照射すべき光エネルギー又は熱エネル
ギーを格段に抑えながら、平面状の初期ホログラム層ＹＨを形成することができる。
【０２３２】
（３）他の実施の形態
　なお上述した第１の実施の形態においては、光ディスク１００の記録層１０１内に初期
ホログラムＩＨを螺旋状に形成するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限
らず、例えば同心円状に形成するようにしても良い。
【０２３３】
　また上述した実施の形態においては、スピンドルモータ１４により光ディスク１００を
回転駆動させながら、スレッドモータ１５によって光ピックアップ１６を光ディスク１０
０の径方向へ移動させることにより、螺旋状の初期ホログラムＩＨを形成するようにした
場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば光ピックアップ１６を固定し、ス
ピンドルモータ１４を動かすことにより光ピックアップ１６からの青色光ビームＬｂ１等
の照射位置を光ディスク１００の径方向に移動させるようにしても良い。
【０２３４】
　さらに上述した第１の実施の形態においては、初期化用レーザ３１から一定強度の青色
光ビームＬｂ０を出射するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例
えばＣＤ－Ｒ等で用いられているライトストラテジと同様に当該青色光ビームＬｂ０の出
射強度を適宜変調させる等しても良い。
【０２３５】
　さらに上述した第１の実施の形態においては、線状の初期ホログラムＩＨを途切れるこ
となく形成するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば図９と
対応する図１８に示すように、セクタ等の単位毎に初期ホログラムＩＨを分割して形成す
るようにしても良い。
【０２３６】
　また、第１の実施の形態における線状の初期ホログラムＩＨにおいても、例えば第２の
実施の形態のように、アドレス情報を表す符号のうち値「１」に相当する箇所に初期ホロ
グラムＩＨを形成せず、値「０」に相当する箇所及び情報を記録すべき箇所には初期ホロ
グラムＩＨを形成することにより、当該初期ホログラムＩＨにアドレス情報を埋め込む等
しても良い。
【０２３７】
　これにより、当該光ディスク１００に対し、第２の実施の形態における記録再生装置１
１０を用いてフォーカス制御、トラッキング制御及びアドレス参照等を行いながら情報の
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記録及び再生を行うことも可能となる。
【０２３８】
　さらに上述した第１及び第２の実施の形態においては、記録再生装置６０及び１１０に
より初期ホログラムＩＨのうち目標位置ＰＧ近傍を熱的又は光化学反応的に破壊すること
により情報を記録するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば
初期ホログラムＩＨのうち目標位置ＰＧ近傍に熱を集中することにより気泡を生じさせ、
そのまま空洞を形成させる等しても良く、要はホログラムと比較して光ビームの反射率が
十分に低減されていれば良い。
【０２３９】
　さらに上述した第１及び第２の実施の形態においては、円盤状の光ディスク１００に対
し螺旋状に線状の初期ホログラムＩＨを形成するようにした場合について述べたが、本発
明はこれに限らず、例えば直方体状の記録媒体に対し、光ピックアップを２次元方向に移
動させることにより、当該記録媒体内において平面を描くように初期ホログラムＩＨを形
成する等しても良い。
【０２４０】
　さらに上述した第１の実施の形態においては、記録再生装置６０において、基準面１０
２により赤色光ビームＬｒ１が反射されてなる赤色反射光ビームＬｒ２を基に対物レンズ
２５のフォーカス制御及びトラッキング制御を行うようにした場合について述べたが、本
発明はこれに限らず、例えば第２の実施の形態と同様に、初期ホログラムＩＨにより青色
光ビームＬｂ１１が反射されてなる青色反射光ビームＬｂ１２の検出結果を基にフォーカ
ス制御及びトラッキング制御のいずれか一方又は双方を行うようにしても良い。この場合
、さらに赤色反射光ビームＬｒ２の検出結果を基に、基準層１０２により表されるアドレ
ス情報を参照するようにしても良い。
【０２４１】
　さらに上述した第１の実施の形態においては、基準面１０２のトラックにアドレス情報
を付しておくようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、当該基準面１０
２のトラックからアドレス情報を省略しても良い。
【０２４２】
　さらに上述した第１及び第２の実施の形態においては、スピンドルモータ１４により光
ディスク１００を線速度一定となるよう回転制御しながら初期ホログラムＩＨを形成する
ようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えばスピンドルモータ１４
により光ディスク１００を角速度一定で回転させ、これに合わせて対物レンズ１６を移動
制御すると共に、そのときの線速度に応じて青色光ビームＬｂ１及びＬｂ２の光強度を変
化させて一定の断面形状でなる初期ホログラムＩＨを形成する等しても良い。
【０２４３】
　さらに上述した第１及び第２の実施の形態においては、基準面１０２に赤色光ビームＬ
ｒ１を照射して対物レンズ２５のフォーカス制御及びトラッキング制御を行いながら初期
ホログラムＩＨを形成するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例
えばスピンドルモータ１４の回転速度とスレッドモータ１５による光ピックアップ１６の
移動速度とを制御することにより、対物レンズ２５のフォーカス制御及びトラッキング制
御を行うことなく初期ホログラムＩＨを形成する等しても良い。この場合、光ディスク１
００から基準面１０２を省略しても良い。
【０２４４】
　さらに上述した第２の実施の形態においては、第１の実施の形態と同様に光ディスク１
００に基準面１０２を設けるようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、
例えば光ディスク１００から基準面１０２を省略し、初期化時のみ当該光ディスク１００
に基準面１０２を有する基準ディスクを一時的に重ねるよう装着した上で初期化処理を行
う等しても良い。
【０２４５】
　さらに上述した実施の形態においては、対物レンズ２５及び４５の開口数を０．５とす
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るようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、他の任意の値としても良い
。この場合、青色光ビームＬｂ１等の焦点Ｆｂ１近傍におけるビーム径を絞る観点から開
口数ができるだけ大きい方が良く、また光ディスク１００による球面収差等の影響を防ぐ
観点から開口数ができるだけ小さい方がよいため、そのバランスを考慮し、開口数として
は０．５から０．８５程度が好ましい。また、初期化装置１０と記録再生装置６０又は記
録再生装置１１０とで対物レンズ２５の開口数を相違させても良い。
【０２４６】
　さらに上述した実施の形態においては、非点収差法を用いてフォーカス制御を行い、プ
ッシュプル方を用いてトラッキング制御を行うようにした場合について述べたが、本発明
はこれに限らず、例えば３ビーム法を用いてフォーカス制御を行い、３スポット法やＤＰ
Ｄ（Differential Phase Detect）法等を用いてトラッキング制御を行う等、種々のフォ
ーカス制御手法及びトラッキング制御手法を用いるようにしても良い。またサーボ光学系
２０及び７０と、初期化光学系３０及び記録再生光学系８０とで異なる手法を用いても良
い。
【０２４７】
　さらに上述した第１及び第２の実施の形態においては、第１面１００Ａ側に基準面１０
２を設けるようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば記録層１０
１の中央部や第２面１００Ｂ側に当該基準面１０２を設けるようにしても良い。
【０２４８】
　さらに上述した第１及び第２の実施の形態においては、初期ホログラムＩＨを形成する
ための光ビーム（これを初期化光ビームと呼ぶ）や情報の記録及び再生を行うための光ビ
ーム（これを情報光ビームと呼ぶ）を波長約４０５［ｎｍ］の青色光ビームとするように
した場合について述べたが、本発明はこれに限らず、初期化光ビーム及び情報光ビームを
それぞれ任意の波長としても良い。両光ビームの波長については、相違させるようにして
も良いものの、光ディスク１００における特性を考慮すると、統一されていることが好ま
しい。
【０２４９】
　さらに上述した第１及び第２の実施の形態における初期化装置１０、並びに第２の実施
の形態における記録再生装置６０においては、対物レンズ２５の位置制御を行うための光
ビーム（これをサーボ光ビームと呼ぶ）を波長約６５０［ｎｍ］の赤色光ビームとするよ
うにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、任意の波長としても良い。特に
初期化光ビーム及び情報光ビームの波長を約４０５［ｎｍ］とすることを考慮すると、サ
ーボ光ビームの波長は、例えば６００～７００［ｎｍ］とすることが好ましい。
【０２５０】
　この場合、基準面１０２としては、サーボ光ビームをほぼ全ての割合で反射し、初期化
光ビーム及び情報光ビームをほぼ全ての割合で透過するような性質を有していればよい。
また記録層１０１は、初期化光ビーム及び情報光ビームの波長に反応する材料であれば良
い。
【０２５１】
　さらに上述した実施の形態においては、記録層１０１及び基準面１０２により光ディス
ク１００を構成するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば当
該記録層１０１及び基準面１０２に加えて、高い光透過率でなり記録層１０１を保護する
基板により当該記録層１０１の両面を覆うような構成としても良い。
【０２５２】
　さらに上述した第１及び第２実施の形態においては、記録再生装置６０及び１１０が光
ディスク１００に対し情報の記録及び再生の双方を行うようにした場合について述べたが
、本発明はこれに限らず、例えば情報の記録のみを行う記録装置により光ディスク１００
に情報を記録し、情報の再生のみを行う再生装置により当該光ディスク１００からの情報
を再生する等しても良い。
【０２５３】
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　さらに上述した第１及び第２の実施の形態においては、照射手段としての初期化光学系
３０と、焦点位置移動手段としてのスピンドルモータ１４、スレッドモータ１５、アクチ
ュエータ２８及び４８、リレーレンズ３６及び４３並びに駆動制御部１２とによって情報
記録媒体初期化装置としての初期化装置１０を構成する場合について述べたが、本発明は
これに限らず、その他種々の構成でなる照射手段と、焦点位置移動手段とによって情報記
録媒体初期化装置を構成するようにしても良い。
【０２５４】
　さらに上述した第２の実施の形態においては、焦点位置移動手段としてのスピンドルモ
ータ６４、スレッドモータ６５、アクチュエータ２８及び駆動制御部１１２と、照射手段
としての記録再生用レーザ８１、コリメータレンズ８２及び対物レンズ２５とによって情
報記録装置としての記録再生装置１１０を構成する場合について述べたが、本発明はこれ
に限らず、その他種々の構成でなる焦点位置移動手段と、照射手段とによって情報記録装
置を構成するようにしても良い。
【産業上の利用可能性】
【０２５５】
　本発明は、映像や音声、或いはコンピュータ用のデータ等の情報を光ディスクに記録し
、また当該光ディスクから当該情報を再生する光ディスク装置、及び当該光ディスクを初
期化する初期化装置でも利用できる。
【図面の簡単な説明】
【０２５６】
【図１】光ディスクの外観構成を示す略線的斜視図である。
【図２】光ディスクの内部構成を示す略線的断面図である。
【図３】ホログラムの形成の説明に供する略線図である。
【図４】初期化装置の全体構成を示す略線図である。
【図５】初期化装置における光ピックアップの外観構成を示す略線的ブロック図である。
【図６】初期化装置における光ピックアップの内部構成を示す略線図である。
【図７】フォトディテクタの構成を示す略線図である。
【図８】第１の実施の形態による初期ホログラムの形成（１）の説明に供する略線的断面
図である。
【図９】第１の実施の形態による初期ホログラムの形成（２）の説明に供する略線的上面
図である。
【図１０】第１の実施の形態による初期ホログラムの形成（３）の説明に供する略線的断
面図である。
【図１１】記録再生装置の全体構成を示す略線図である。
【図１２】第１の実施の形態による記録再生装置の光ピックアップの構成を示す略線図で
ある。
【図１３】第１の実施の形態による情報の記録の説明に供する略線的断面図である。
【図１４】第２の実施の形態による初期ホログラムの形成（１）の説明に供する略線的断
面図である。
【図１５】第２の実施の形態による初期ホログラムの形成（２）の説明に供する略線的上
面図である。
【図１６】第２の実施の形態による記録再生装置の光ピックアップの構成を示す略線図で
ある。
【図１７】第２の実施の形態による情報の記録の説明に供する略線的断面図である。
【図１８】他の実施の形態による初期ホログラムの形成の説明に供する略線的上面図であ
る。
【符号の説明】
【０２５７】
　１０……初期化装置、１１、６１、１１１……制御部、１２、６２、１１２……駆動制
御部、１４……スピンドルモータ、１５……スレッドモータ、１６、６６、１１６……光
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ピックアップ、２０、７０……サーボ光学系、２１……サーボ用レーザ、２５、４５……
対物レンズ、２７、４７、８７、１１７……フォトディテクタ、２８、４８……アクチュ
エータ、３１……初期化用レーザ、３６、４３、８４……リレーレンズ、６０、１１０…
…記録再生装置、８０……記録再生光学系、８１……記録再生用レーザ、８２……コリメ
ータレンズ、１００……光ディスク、１０１……記録層、１０２……基準面、Ｈ……ホロ
グラム、ＩＨ……初期ホログラム、ＹＨ……初期ホログラム層、Ｌｒ１……赤色光ビーム
、Ｌｒ２……赤色反射光ビーム、Ｌｂ０、Ｌｂ１、Ｌｂ２、Ｌｂ１１、Ｌｂ２１……青色
光ビーム、Ｌｂ３……青色透過光ビーム、Ｌｂ１２、Ｌｂ２２……青色反射光ビーム、Ｆ
ｒ、Ｆｂ１、Ｆｂ２、Ｆｂ１１、Ｆｂ２１……焦点。
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